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ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市

認
定
10
周
年

特 集

　

認
定
さ
れ
て
か
ら
の
10
年
間
、
市
で

は
様
々
な
方
や
団
体
と
協
力
し
な
が

ら
、
主
に
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

●
食
文
化
の
継
承

・
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
集
『
つ
る
お
か

　

お
う
ち
御
膳
』
の
改
訂
版
を
発
行

・
子
供
た
ち
へ
の
食
育
、
食
文
化
学
習

　

を
支
援

・
鶴
岡
伝
統
菓
子
雛ひ

な

菓
子
、
笹
巻
、
と

　

ち
も
ち
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

●
料
理
人
の
育
成

・「
食
文
化
創
造
ア
カ
デ
ミ
ー
」
開
講

・
海
外
の
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市

　

に
料
理
人
を
派
遣

・
若
手
料
理
人
同
士
が
競
う
コ
ン
テ
ス

　

ト
を
開
催

●
交
流
人
口
の
拡
大

・
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
や
パ
リ
で
食
文

　

化
を
Ｐ
Ｒ

・
鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
に
よ
る
フ
ー
ド

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開

・
庄
内
酒
ま
つ
り
等
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

　

を
開
催

　

ま
た
、
市
だ
け
で
は
な
く
、
飲
食
店

や
企
業
、
市
民
団
体
、
教
育
機
関
な
ど

が
鶴
岡
の
食
文
化
を
広
め
る
た
め
に
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
や
芸
術
に
お
け
る
７
つ
の
分
野

で
、
特
色
の
あ
る
創
造
産
業
を
持
つ
都

市
が
認
定
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
。

２
０
１
４
年
に
、
鶴
岡
市
は
国
内
で
初

め
て
〝
食
文
化
〞
の
分
野
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
で
認
定
か
ら
10
周
年
。

こ
れ
ま
で
の
市
全
体
で
の
食
文
化
普
及

活
動
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
３
月
に

は
「
美
食
都
市
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
食
文

化
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

■
問
合
せ　

本
所
食
文
化
創
造
都
市
推

　

進
課
☎
35
‐
１
１
８
５

　

本
市
の
食
文
化
の
魅
力
は
、主
に
３
つ
。

次
に
挙
げ
る
理
由
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化

創
造
都
市
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
60
品
種
の
在
来
作
物
が
現
存

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
や
孟も
う
そ
う宗
、
温
海
か
ぶ
な
ど

60
品
種
の
在
来
作
物
が
、
市
内
の
特
定
の

地
域
で
長
年
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

②
精
神
文
化
と
結
び
付
い
た
食
文
化

　

出
羽
三
山
に
参
拝
す
る
人
に
提
供
さ
れ

て
き
た
精
進
料
理
、
黒
川
能
の
王
祇
祭
で

振
る
舞
わ
れ
る
凍
み
豆
腐
な
ど
、
精
神
文

化
と
食
文
化
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

③
行
事
食
や
郷
土
料
理
の
継
承　

　

孟
宗
汁
や
寒か

ん
だ
ら鱈

汁
、
12
月
９
日
の
「
大

黒
様
の
お
歳
夜
」
で
食
べ
ら
れ
る
ハ
タ
ハ

タ
の
田
楽
や
納
豆
汁
な
ど
、
地
域
や
各
家

庭
で
季
節
ご
と
の
行
事
食
や
郷
土
料
理
が

作
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ユネスコ食文化創造都市である理由

10年間の取り組み

▲鶴岡ふうどガイドの案内で、
　海外の方が温海かぶ収穫を体験

▲第１回鶴岡No.１料理人決定戦
　（2020年）

▲「庄内の笹巻製造技術」が国登
　録無形民俗文化財に（2024年）
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認
定
10
周
年

次の10年、更にその先へつなぐ

　

受
け
継
が
れ
て
き
た
食
文
化
は
、
食
べ
る

人
や
作
る
人
が
い
な
く
な
れ
ば
、
衰
退
し
て

し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
食
文
化
継
承
の
担
い
手
で
す
。

　

本
市
の
豊
か
な
食
文
化
を
次
の
世
代
に
つ

な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

FOOD HUB KITCHEN

サスティナ鶴岡
市内の料理人、農家、漁師などで構成された任意団体。令
和３年の結成以降、子供たちを対象とした農業・漁業体験
や、地元食材を使った調理教室などを開催。生産から調理
まで一貫した活動は全国的にも珍しく、令和６年に、農林水
産省主催の食育活動表彰で農林水産大臣賞（最高賞）を受賞。

一人ひとりが食文化継承の担い手

・鶴岡の食文化の魅力を知る
・市外の知人や子供たちに、
　鶴岡の食文化をアピールする

●知る・アピールする

●食べる・作る
・産直やスーパーなどで鶴岡
　産の食材を買って食べる
・季節に合わせて、郷土料理
　や行事食を作ってみる

サスティナ鶴岡 代表

齋
さいとう

藤 翔
しょうた

太 さん

ふだんは、

和食の料理人
です！ 私たち大人が、食文化をしっかりつないでいく

ー
活
動
を
始
め
た
理
由
は

　

子
供
た
ち
が
家
で
郷
土
料
理
な
ど
を
食

べ
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
鶴
岡
の
豊
か
な
食
文
化
が

途
切
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ー
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は

　

鶴
岡
で
し
か
で
き
な
い
食
の
体
験
を
子

供
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
体

験
で
終
わ
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

う
ど
ん
の
生
地
を
練
っ
て
畳
む
ま
で
を
活

動
の
中
で
行
い
、
あ
と
は
家
で
切
っ
て
ゆ

で
て
も
ら
う
。
食
の
体
験
を
ふ
だ
ん
の
生

活
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
食
文
化
は
継

承
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

ー
今
後
の
目
標
は

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
が
、
将
来
、
生
産

者
や
料
理
人
に
な
っ
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
鶴
岡

の
活
動
を
続
け
て
く
れ
た
り
、
県
外
に
住

ん
で
も
旬
の
食
材
や
郷
土
料
理
を
楽
し
み

に
鶴
岡
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
た
ら
、

う
れ
し
い
で
す
ね
。
今
後
は
、
ふ
だ
ん
食

に
携
わ
っ
て
い
な
い
人
や
企
業
も
巻
き
込

ん
で
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

詳しくは
こちら

レシピ掲載中！

鶴岡食文化創造都市
推進協議会
ホームページ

「冬になると、寒鱈汁
を食べるんだよ！」

10年間を振り返る座談会
鶴岡の食文化の普及に
向けた、これまでの活
動を振り返ります。

公開中！


